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①「一校１キラッ」を刷新し，本校の魅力ある取組 の
アピールを行った。また，ＨＰを刷新し，スク ールニ
ュースを中心にできるだけリアルタイムに 更新を行っ
た結果，学校説明会参加中学生の９割 以上がＨＰが高
校選びの参考になったと回答し， 本校の保護者の８割
近くが保護者や地域に学校の 情報提供がなされている
と回答していることから， 当初の目標は達成できた。 
②緑が丘中学校区青少年育成委員会や公民館連絡協 
議会に参加すると共に，地域の行事等に生徒が参 加
協力し，地域の方々から感謝の言葉をいただき， 生
徒も活動の励みとすることができた。 
  また，今年度千葉大学との高大連携を基に，小 
中高大連携授業を実施し，千葉日報にも取り上げ ら
れ，地域連携を更に進めることができた。 

 
①ＨＰのリニューアルにより，更新しやすい環境 を
整えることができたが，更新を組織的に行え るよう
にすること，部活動の活動内容の紹介を 充実させる
ことが課題である。 
 また，ＨＰ以外の方法による情報提供を工夫す る
。 
 
 
②生徒の地域行事等への参加は，生徒の有用感や 充
実感・達成感等につながることから，今後も 継続
していく。また，近隣小中学校との連携を 更に進
める。  
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①年間計画に基き，授業研究週間，授業力向上研修 を
実施した。教員や保護者の参観，研究授業に対 する教
員同士の研修などにより，互いによい刺激 となり，授
業改善に結びついた。生徒による授業 アンケートも実
施し，授業改善に役立てることが できた。 
②２・３年次の科目選択において，将来の希望に結 び
つく説明・選択・決定を行うことができた。 
 
③11月に学校評価アンケートを実施した。生徒の授 業
に対する満足度は５割を超え，教員による学習 指導の
創意工夫，きめ細かい指導に重点を置いた 指導が，生
徒の満足度の増加につながる結果とな った。 

 
①今後とも授業研究週間，授業力向上研修を継続 し
，他の教員の授業参観や研修，生徒の授業ア ンケー
トの結果を受けた授業改善に取り組み， 充実した授
業を展開していく。 
 
 
②１・２年次にしっかりと基礎を固め，３年次で 多
岐にわたる生徒の興味・関心・進路希望に対 応した
学習指導体制を構築する。 
③引き続き改善に務める。また，保護者・生徒の ア
ンケート結果では，昨年同様，家庭学習の少 なさが
指摘されている。家庭学習が必要となる ような授業
展開と，やる気を引き出す指導に全 校で取り組ん
でいく。 
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①第１学期末の皆勤者数は１０１９名中７１６名， ２
学期末時点では４９５名と非常に多い状況であ った。 
 
②教育相談については教育相談室を中心とした教育 相
談体制が図られている。また適宜個人面談も行 われて
いる。 
③いじめアンケートではいじめと認知される事例は な
かった。また規範意識を持つ豊かな心を育む教 育活動
についての回答は職員，保護者共に８割以 上が肯定的
な評価をしている。 
④自転車の事故発生件数は４月から５月にかけて急 激
に増加したが，警察官による交通安全講話等の 実施後
沈静化した。 
⑤全職員での生徒指導についての回答は，職員の８ 割
以上が肯定的な回答であり，増加の傾向にある。 生
徒の評価も同様であり，職員の指導に対する肯 定的
回答は前年に比べ増加している。しかし，学 年によ
り差がある。 

 
①余裕のある生活を更に提唱する。また遅刻の多 い
生徒には個別に面談を実施し，また家庭から の協力
も不可欠であるので，保護者面談も実施 する。 
②今後も各担当者との連携を密にしながら生徒の 心
身の健康育成を図る。 
 
③引き続き教育活動での充実を図り「思いやり」 の
心を提唱し，他人の「人権」を考えることが できる
心を育む。 
 
④通学路での危険区域を再確認し，引き続き交通 規
則を遵守する精神を育てる。 
 
⑤毎時間の整容（服装チェック）を継続し，より 一
層の指導の定着を図る。また学年間の指導格 差是
正のために生徒指導部と学年指導係の合同 会議
を引き続き開催する。 
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①生徒の進路希望実現にむけてよく努力していると い
う回答は，教職員約８割，保護者約６割で，昨 年に比
べ増加したが，差が認められた。 
②１学年は年３回（10月進路講演会等），２学年は 年
３回（12月上級学校模擬授業等），３学年は年 ５回（
５月専門学校ガイダンス，６月推薦入試説 明会，９月
面接ガイダンス等）の進路関係行事を 実施し成果を上
げることができた。 
③各種ガイダンス等の有効な対策が取られていると
 いう回答は，教職員約９割，生徒約７割と約２割 
開きは昨年同様だが，教職員・生徒の評価はどち ら
も昨年に比べ増加した。 

 
①進路に対する保護者への情報提供が不足してい る
事が考えられる。学年保護者会，保護者面談 などの
場を積極的に活用していく。 
②１，２年生同時実施，上級学校ガイダンスを各 学
年の進路意識に応じて，別内容で実施する。 また，
３年間の段階的，継続的な指導が行われ るよう計画
を練り上げていく。 
 
③生徒はガイダンス，外部模擬試験などの重要さ 
にあまり気づいていないので，主体的な進路選 択
の点から，事前指導をとおしての意識づけに 重点
を置く。 
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①LHRに計画性があると答えた教職員は前年並みの ８
割５分程度となった。生徒がHR活動での自分 の役割を
理解していると答えた生徒の割合は若干 増加し８割と
なった。 
  
②リーダー性・自主性を育成しようとする教職員は 若
干増加し７割５分となった。またクラスがまと まるよ
うに心掛けている生徒も７割６分に増加し た。 
③各行事への取り組みに関して生徒の９割弱，保護 
者の９割強，教職員の９割５分が肯定しており， 行
事の充実・活性化につながっている。 

 
①全体的に前年度よりポイントが上がっている。 ポ
イントが１番低いのは教職員の｢自主性リーダ ー性
の育成」の項目である。HR活動の取り組み に対する
教職員意欲を一層高めていく必要があ る。 
②クラスがまとまるように心掛けている生徒の割 合
は非常に高いので，周囲の状況を理解できる 力の育
成と自制心の養成の意義について生徒と 教職員がさ
らに認識を深めるように努めていく。 
③この状況を維持できるように，学校行事に臨む 
現在の態勢の継続及び強化を図っていく。 
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①７月にオーストラリア短期留学を実施し，１２名 が
参加した。１０月に「国際理解セミナー」を実 施した
。「国際理解セミナー」の内容についての 評価は直後
のアンケートでは９割程度が良好と答 えており，「日
本のいいところをもっと見つけた い」「いろいろ世界
のことを知りたくなった」等 の感想が見られ，否定的
な意見はほとんど見られ なかった。年末になっての調
査でも，今年度は７ 割近くの肯定的な評価があった。 
②１０月に授業公開を行い，延べ８２名の参観があ っ
た。本校の授業展開や生徒の様子について，肯 定的

 
①短期留学，「国際理解セミナー」を今後とも継 続
する。生徒の評価を左右することになる講師 の人選
や講演内容については，毎回多面的に検 討する必要
がある。 
  
 
 
 
 
②「開かれた学校づくり」の一環として授業公開 の



動 
 
 
 
 

 

な評価を得られた。 
 
③千葉大学との高大連携授業を実施し，今年度は地 
域連携にもつなげることができた。 
 

評価は良好である。実施時期や方法等の周知 の仕
方についても更に検討し，今後も参観者の 増加に努
める。 
 
③千葉大学との連携を今後も継続していく。 
 

 


